
 
 
 
 
 
 
 
 

8・9 月 一般向けイベントカレンダー 
8 月 タイトル 時間 会場 申込 定員 

30(金) 夜の上映会 「波乗りオフィスへようこそ」 18：00～20：00 5F おはなしのへや 要 定員 15名 

9 月 タイトル 時間 会場 申込 定員 

14(土) 秋のわらべうた講座 10：30～11：30 5F おはなしのへや 要 定員 25名 

22(日) 
第 72回 住友美代子の朗読会 

（観月朗読会） 
18：30～20：20 

シビックセンター 

4F 活動室 2 
要 定員 30名 

23(月) 阿波の人形師「天狗久」を知ろう！ 14：00～15：30 5F おはなしのへや 要 定員 30名 

29(日) イブニング上映会 「すばらしき世界」 16：00～18：10 5F おはなしのへや 要 定員 15名 

 
 

徳島市立図書館キャラクター 
「いずみちゃん」 

はこらいふ図書館 

（徳島市立図書館） 
 

インフォメーション 

徳島市立図書館 
キャラクター「ひよタン」 

 
返却ポストでのご返却について 
 

利用案内 

返却ポスト設置場所   
①アミコビル 1 階（24 時間使用可能） 

②JR 徳島駅構内 

（阿波踊り期間を除く、列車運行時間中） 

③徳島市役所前（24 時間使用可能） 
  
※②、③については、返却処理までに時間が 
かかります。あらかじめご了承ください。 

 

 
開館時間・・・午前９時～午後９時    

休館日・・・毎月第１火曜日※２０２５年２月４日は開館します 

２０２４年１０月１５日(館内整理日) 

２０２５年１月１日・１月２日 

２０２５年２月１０日～１９日（長期図書整理期間） 

駐輪場・・・１００台 無料（アミコビル西隣 アミコラインパーク地下駐輪場） 

住所（本館） 〒７７０－０８３４ 徳島市元町１丁目２４番地 アミコビル内 

電話（本館）０８８－６５４－４４２１  

電話（移動図書館いずみ号）０８８－６０２－８８３３ 

ホームページ  http://www.city.tokushima.tokushima.jp/toshokan/  
 

展 示 情 報 

6F図書館展示ケース 7月3日(水）～9月30日(月） 第33回 貴重図書特別展示  

阿波藩撰博物誌 「阿淡産志」 

5F図書館ギャラリー 9月2日(月) ～9月25日(水) 自殺予防に関するパネル展示 

 

図書館公式Ｘ（旧 Twitter）アカウントです！ 

学生自習席の利用スケジュールや 

イベントなど最新情報をお知らせしています！ 

 https://twitter.com/Tokushima_Lib 

 

 

 



 

す 
ら 

ぷ 
徳島市電子図書館プレス＋ 

＜ 9 月の新着コンテンツ 案内 ＞ 

・「誰かのために」を手放して生きる 中道 あん/著  

・るるぶ伊勢志摩 '25 JTB パブリッシング/出版 

・毎日おみそ汁 365 日 えちごいち味噌/著 

・書く習慣  いしかわ ゆき/著 

 

徳島市電子図書館 
https://web.d-library.jp/tokushima/ 

芥川賞・直木賞 受賞作品発表 
 

第 171回 

本のご予約はカウンター、インターネットまたはお電話で受付しています。(休館日を除く) 
お気軽にスタッフへお尋ねください。 

【芥川賞ノミネート作品】 

尾崎 世界観『転の声』(F/オサ) 

坂崎 かおる『海岸通り』(F/サカ)  

向坂 くじら『いなくなくならなくならないで』(F/サキ) 

【直木賞ノミネート作品】 

青崎 有吾『地雷グリコ』(F/アオ) 

麻布競馬場『令和元年の人生ゲーム』(F/アサ) 

柚木 麻子『あいにくあんたのためじゃない』(F/ユス) 

岩井 圭也『われは熊楠』(F/イワ) 

徳島市電子図書館 

キャラクター「プレスちゃん」 

徳島市立図書館 
キャラクター「ひよタン」 

直木賞 『ツミデミック』 
一穂 ミチ(F/イチ) 

【内容紹介】 
大学を中退し、夜の街で客引きのバイトをしている
優斗。ある日、中学時代に死んだはずの同級生の名を
名乗る女が現れ…。「違う羽の鳥」「憐光」など、全 6
編を収録。鮮烈なる“犯罪”小説集。『小説宝石』掲
載を単行本化。 

【著者】 
「スモールワールズ」で吉川英治文学新人賞を受賞。
ほかの著書に「雪よ林檎の香のごとく」「イエスかノ
ーか半分か」など。 

芥川賞 『サンショウウオの四十九日』 
朝比奈 秋(F/アサ) 

【内容紹介】 
私のすぐ隣にいる、もう一人のわたし―。気鋭の作家
が、医師としての経験と驚異の想像力で、二人で一つ
の身体を生きる姉妹の人生と命の普遍を描く。『新潮』
掲載を単行本化。 

【著者】 
京都府生まれ。医師。「塩の道」で林芙美子文学賞、「植
物少女」で三島由紀夫賞、「あなたの燃える左手で」で
泉鏡花文学賞と野間文芸新人賞を受賞。 

『バリ山行』 
松永 K三蔵(F/マツ) 

【内容紹介】 
会社の付き合いを避けてきたが、登山部で親睦を図る
気楽な活動をするようになった波多。職場で孤立する
ベテラン妻鹿が、あえてルートから外れる危険で難易
度の高い「バリ山行」をしていると知り…。『群像』掲
載を単行本化。 

【著者】 
関西学院大学卒。「カメオ」で第 64回群像新人文学賞
優秀作を受賞しデビュー。 

芥川賞 


